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要約
人生最大の祝福時間は昼だ。昼は出会いを言う。毎日、昼に24、25、永遠の絶対旅程を見つけ出さなければならない。5つの覚えること
1.絶対旅程基準
Nobody、Nothingから始まる。うまくできない時間が一番重要な時間だ。ほかのことは役に立たない。
すべてのこと - 祈り、答え、絶対旅程に変えるのだ。
2.絶対旅程の目標 - 7ポイント
残りの者、巡礼者、征服者、散らされた者、見張り人、偵察人、旗(大路)　神様が残りの者を作っておかれた。その人に会うのだ。ここにすべての祝福がすべて入っている。苦難の中でも伝道する巡礼者を備えておかれた。暗闇を征服する征服者が待っている。神様が備えておかれた。そのときから見え始める。散らされた者。分かってみると派遣された者だ。見張り人が見える。本人がいのちをかけて出てくる。偵察人。もろもろの民のために旗を揚げる者が出てくる。そして、大路を造る。
△7・7・7を祈っていれば絶対やぐらが作られて、絶対旅程が見える。
3.絶対旅程の背景
1)天 + 地 = 権威　天と地の権威を持って私たちとともにいると言われた。戦わなければならないから。
2)サタン12戦略が出ている。戦うのだ。権威をくださった。
3)エペ2:2(空中)空中の権威を持つ支配者に勝つ権威を私たちに与えてくださったのだ。
4.絶対旅程の方法
1)受容する力　すべてを受容する力があってこそ進める。
2)超越する力
3)答えを見つける力があってこそ答えを与えられる。
5.絶対旅程の祈り
1)祈り意識
2)呼吸意識　現場に出て行って、からだは忙しくても心は余裕がなければならない。
(いのちの脈)　この二つはいのちの脈。このようにすれば根源が生かされるので、とても健康になる。

□序論_ 7・7・7絶対旅程の答え　7・7・7祈りの中で続けて旅程を進めば絶対旅程の答えが出てくるようになる。
1.味わい(24) - 24味わうのだ。
1)WITH – うまくいかない、そのときも神様はともにおられる。
2)Immanuel - 教会と私たちとともにおられる。
3)Oneness - みな合わせて神様の計画を成し遂げる。
2.待つこと(25) - 25待つ。
1)ただ
2)唯一性
3)再創造が見える。
3.挑戦(永遠) - 永遠に関して挑戦する。
1) Always
2) WITH
3) Systemが出てくる。

□本論
1.RT苦難 - レムナント7人はほとんど苦難の中で始めた。
1)味わい(御座) -御座の力を味わうのだ。苦難も、答えも味わいなさい。ヨセフが奴隷として行ったのは、宣教しに行ったのだ。濡れ衣を着せられて監獄に行ったのは出世の道が開かれたのだ。王が呼んだのは、世界福音化の道が開かれたのだ。
2)待つ(神の国) - 待てば答えがくる。神の国。
3)挑戦(神の国のこと) - 神の国のことが現れたとき、挑戦するのだ。
2.教役者、重職者はどんな旅程を進んだのか。
1)濡れ衣を着せられたが、どんな祝福が与えられたのか。
(1)ヨハ19:30 「完了した」
(2)使1:1-14　オリーブ山でメッセージを受けて集まって切実に祈った。
(3)使2:1-47　完ぺきな答えであるマルコの屋上の部屋教会が誕生した。
2)迫害が起こった。
(1)使3:1-12　神殿の美しの門の足の不自由な人を立て起こした。
(2)使8:4-8　サマリアの門が開いた。
(3)使9:36-43　タビタのみわざが起きた。
3)患難が起こった。
(1)使11:19-30　アンティオキア教会が誕生した。
(2)使12:1-25　患難の中で祈ったのに、神様が奇跡を与えられた。

3.新しい家族、多民族、病んでいる者は、絶対旅程をどうやって進むのか。
1)使8:26-40(新しい家族)　正確にキリストを知ってバプテスマを受けて、もはや見ることはなかった。新しい家族は永遠に変わらない契約を握らなければならない。
2)使13:1-4　多民族の弟子は完ぺきな聖霊の導きが見えなければ動かなければ良い。完ぺきな聖霊の働き、ネフィリム。聖霊の実、持続することだ。
3)使19:8-20 2年間みことばが働いたが奇跡が起こった。それでローマの門が開かれ始めた。病んでいる者はみことばの力、祈りの力を体験しなさい。

□結論_伝道特攻隊を作って絶対やぐら作り、何箇所かを作ってみなさい。
受容 - 弟子
そのとき、注意することは、すべての人を受容しなさい。その理由、私たちは弟子を見つけるのだ。

全文打ち出し翻訳

ありがとうございます。いまはもう皆さんが行く所に答えが起きて多くの実が起こる、そのような祝福があるべきでしょう。

「人生最大の祝福時間 - 毎日昼(出会い) 24、25、永遠　絶対旅程」
2講です。人生最高の時間もありますが、人生最大の祝福時間があります。それが何でしょうか。毎日、昼です。昼というのは、出会いを言います。毎日、昼24、25、永遠の絶対旅程を見つけ出さなければなりません。旅程はだれでも行くのです。絶対旅程を見つけるのです。では、これをするのに５つのことを覚えなければなりません。重要なので、結論から出します。

[絶対旅程の基準]
絶対旅程の基準は何かということです。絶対やぐらを建てたら、絶対旅程を進むべきでしょう。その基準は何でしょうか。
[ Nobody、Nothing ]
私たちはNobody、Nothingで始めます。皆さんが何もなければ大変でしょうが、それが一番正確に見ることができるのです。この目が開かれなければなりません。皆さんがうまくいかない時間が一番重要な時間になります。ここに87年に来たら、礼拝をささげる場所がありませんでした。そこで、私たちは重要なことを悟りました。300か所に作ってしまいました。私が直接30か所みことば運動を開きました。大騒ぎが起こりました。私たちはいつでもNobodyから始まります。なぜでしょうか。これを今日、悟られなければならないから。なぜそうなのでしょうか。ほかのことでは助けにならないのです。皆さんが持っていることは違うのです。そうでしょう。食べて死ぬ、それなら何の意味が...路上生活者も食事をするでしょう、すると。みな
食べるでしょう。
[すべてのこと - 祈り、答え、絶対旅程]
このようにして、旅程を進むので、すべてのことを祈りに変えるのです。すべてのことを答えに変えます。すべてのことを絶対旅程に変えます。では、一人で旅程を進んでいるから。

[絶対旅程の目標]
ひとまず、皆さん1講で絶対やぐらができれば、ついてくる、そのために実は心配する必要はないでしょう。ついてきます。絶対旅程の目標が出てきます。７つのポイントです。
[残りの者、巡礼者、征服者、散らされた者、見張り人、偵察人、旗(大路) ]
神様が残りの者を作っておかれました。それに会うのです。それゆえ、人間中心主義を使わないようにと言うのです。それに会うのです。ここにすべての祝福がすべて入っているのです。たとえば、プリスカ夫婦とパウロが会ったでしょう。それが絶対旅程の基準です。
すると、神様が苦難の中でも伝道する巡礼者を備えておかれました。その人に会うのです。それゆえ、7・7・7の祈りを味わっていれば出てきます。7・7・7祈りをすれば、絶対やぐらが作られて、単なるやぐらではなくて7・7・7祈りを続けていれば、絶対旅程が見えるということです。
それからは、続けて働きが起こります。暗闇を征服する征服者が待っています。ある面では、私たちが良くしてあげたので働き人ができるなら、それは違います。神様が備えておかれました。
このときから見え始めます。散らされた者。聖書でみな重要な単語です。
これが分かってみると、派遣された者です。
これが見えれば、もう散らされた者だけが見えるのではありません。見張り人が見えます。見守る、みな準備されています。私たちはこれに会いに行くのです。行ってみると、完全にもう本人がいのちをかけて、伝道する者が出てきます。偵察人。
それからは、もろもろの民のために旗を揚げる者が出てきて。そして大路を造るのです。
これが絶対旅程が受ける祝福です。

[絶対旅程の背景]
すると、絶対旅程を進む人々の背景があります。皆さんが進む道の背景です。すでに神様がほかのことは必要ありません。
Nobody、Nothingに送っておいて、Everybody、Everythingで作ってしまわれます。それゆえ、巡礼者は、この旅程を進む人は巡礼者ですから、すべてのことを祈りとして、答えとして、旅程として変えてしまいます。それゆえ、皆さんは異なる者でなければなりません。これが良くできない人々は、ほとんど何か争って自分の意見が合わない、そういうことのためにうまくいかないのです。
[ 1.天 + 地 = 権威]
神様が天と地の権威を持って私たちとともいると言われました。なぜ権威でしょうか。戦わなければならないので。
[ 2.サタン12 ]
私たちは戦わなければならないので、行ってみればもうサタンの12の戦略が出ているでしょう。戦う、この権威を与えたのでしょう。天と地の権威を持って私たちとともにいると言われたので、私のことは必要ないのです。持ってともにおられると言われたからです。
[ 3.エペ2:2 (空中) ]
完全にエペソ2章2節に空中の権威を持つ支配者を打ち破る権威を私たちに与えられました。とても「空中」このことばは、重要な話になります。

[絶対旅程の方法]
このように行くのに、今、絶対旅程の方法は何でしょうか。
[ 1.受容する力]
１つ目です。すべてのことを受容する力。そうでしょう。この力があってこそ進めるでしょう。
[ 2.超越する力]
超越する力。
[ 3.答えの力]
答えを見つける力。それでこそ、答えが与えられます。このような祝福が、皆さんが少しだけ朝の時間にやぐらを建ててしまえば、昼にこのような答えがき始めます。

[絶対旅程の祈り]
五つ目のことが重要です。絶対旅程の祈りはどのようにするのでしょうか。祈りは、ほとんど今、皆さんがこのように(少し曲がっているように)座っているでしょう。からだを完全に生かす方法があります。簡単に話せば、腰を伸ばすと考えてください。私たちがいま遠くを見るように、このような形で(頭を伸ばして)。そして、今座っている基準を丹田に置かなければならないのです。すると自然に呼吸ができて、ものすごく健康が回復します。皆さんほとんどそのままこのように(少し曲がっているように)座っています。うずくまって。そのように座っているので、脊椎もそうで、脳もそうで、すべてのところに問題が現れるのです。私の場合は、このように(腰をまっすぐに伸ばして)います。脊髄自体がすっと伸びるのです。それとともに長くなります。それとともに、すべてのことを祈りに変えて、全部答えに変えるのです。そのとき、進むときにものすごいことが生まれ始めるのです。二つのことを意識してください。
[ 1.祈り意識]
祈りを意識しなければなりません。祈りにみな変えなければならないので。
[ 2.呼吸意識]
呼吸を意識しなければなりません。
現場に出て行って、あまりに余裕がないのはいけません。からだは忙しくても、心は余裕があるべきです。恐れたり、そのような必要はありません。
[ (いのちの脈) ]
この二つは、いのちの脈です。これを必ず覚えてください。多分、このようにすれば、ほとんど根源的なことが生かされるので、とても健康になるでしょう。

では、これが絶対旅程です。そうすれば、その後に答えが来るか来ないか、問い詰める必要もありません。このこと自体が、すでに答えが来たのです。

□序論_ 7・7・7 [絶対旅程の答え]
では、これを持ってこの祈りの中に続けて旅程を進むということです。すると、これが作られます。この祈りの中に続けて行ってみると、絶対旅程の答えが出てくるようになっています。

1.味わい(24)
その１つ目がなんでしょうか。味わいです。この絶対旅程は、皆さんが味わいですが24味わうのです。
2.待つ(25)
皆さんは待ちます。25待ちます。
3.挑戦(永遠)
皆さんは挑戦します。永遠に関することを。では、こうなれば、もう終わったのです。事実は。

1.味わい(24)
このようにしていれば、三つのことが来ます。
1) WITH
WITHです。神様は皆さんとともにおられるので、とてもだめだと思う、そのときもともにおられます。「あぁ、私は答えがない」そのときも、ともにおられます。一番良い時間でしょう。これがもう作られ始めるのです。このように、旅程を進むのです。
2) Immanuel
教会と私たちとともにおられます。インマヌエルです。
3) Oneness
ところで、こうしたこと、ああしたこと、みな合わせて神様の計画を成し遂げます。Onenessです。
これが味わいです。

2.待つ(25)
そうすれば、重要なことが来ます。発見できます。
1)ただ
2)唯一性
3)再創造
ただ、唯一性、再創造が見えます。

3.挑戦(永遠)
そして、どこに挑戦するようになるのでしょうか。
1) Always
Alwaysです。
2) WITH
Withです。
3) System
このSystemが出てきます。
では、このような人が進んで、旅程で現場を生かさなければならないのです。

□本論
では、答えがみな出てきたのですが、それでも参考にしなければならないことがあります。

1.RT [苦難]
レムナント7人です。RT7人は、ほとんど苦難の中で始まりをしました。
1)味わい(御座)
では、この苦難を味わうのです。どのように味わいましたか。これは皆さんが必ず握るべきことです。ヨセフが奴隷として行くのは、事実は宣教しに行っている中です。これが(序論)出てくるということです。苦難の中で、苦難自体を味わいました。苦難自体を味わってください。答えも味わいなさい。そうでしょう。濡れ衣を着せられて監獄に行きました。それは、今、出世の道が開かれたのです。そうでしょう。王が呼びます。世界福音化の道が開かれたのです。レムナントはこのように準備してください。
2)待つこと(神の国)
黙っていれば、なんでしょうか。答えが与えられます。神の国。順序をよく見てください。御座の力を味わいます。すると、待てば答えが来て。神の国。
3)挑戦(神の国のこと)
挑戦はいつするのでしょうか。神の国のことが現れたときは、挑戦するのです。これがRT7人が味わった旅程です。すると今この時間も皆さんここに座って契約を握っているのですが、引き続き今この(冒頭)答えが与えられているのです。

2.教役者、重職者
私たちの教役者と重職者は、どんな旅程を進んだでしょうか。
1濡れ衣
異端の濡れ衣を着せられたのですが、どんな祝福が来たでしょうか。
(1)ヨハ19:30
キリストが復活して、完了されました。
(2)使1:1-14
オリーブ山でメッセージを受けて集まって切実に祈ったのですが、これがもう歴史的な始まりになります。
(3)使2:1-47
完ぺきな答えであるマルコの屋上の部屋教会が誕生します。私たちの教役者、重職者が味わう、今、旅程です。絶対旅程。
2)迫害
迫害が起こりました。
(1)使3:1-12
このとき、神殿の美しの門の前に座っていた足の不自由な人を立て起こしてしまったでしょう。
(2)使8:4-8
サマリアに門が開かれました。迫害が起こったので。
(3)使9:36-43
その程度ではないでしょう。あのタビタに働きが起こります。私たちの教役者は、絶対旅程を見ることができなければならないのです。
3)患難
患難が起こりました。
(1)使11:19-30
このとき、アンティオキア教会が誕生します。
(2)使12:1-25
重職者が集まって、その患難の中で恐れないで祈ったら、神様は奇跡を与えられました。このような宣教の門が開かれるのです。

3.新しい家族、多民族、病んでいる者
新しい家族、多民族、病んでいる者が、絶対旅程をどうやって進むのでしょうか。皆さんご存じのように見てください。
1)使8:26-40 (新しい家族)
使徒8章26節40節です。私たちの新しい家族が握るべき契約です。正確にキリストを知って、バプテスマを受けて「もはや見ることはなかった」私たちの新しい家族はどんな旅程を握るべきかというと、皆さんは永遠に変わらない契約を握ってください。
2)使13:1-4
いよいよ皆さんがご存じのように、使徒13章1節から4節門が開きます。ここにおられる私たちの多民族弟子の皆さんは、どんな旅程を作らなければならないのでしょうか。三つです。完ぺきな聖霊の導き。それが見えなければ動かなければ良いのです。完ぺきな聖霊の働き。ネフィリム。そうでしょう。聖霊の実が持続するのです。では、これは必ず多民族が覚えてください。
3)使19:8-20
病んでいる者は使徒19節8節から20節を見てください。2年間みことばが働いたのですが、奇跡が起こったでしょう。病んでいる者は、みことばの力を体験してください。祈りの力を体験する機会です。そして、ローマの門が開き始めました。

□結論_ [伝道特攻隊]
では、私たちの教会でも一度作ってみて、聖書には偵察人となっていますが、伝道特攻隊を一度作ってください。副教役者は心配せずにチームを立てておいて、本当に絶対やぐらを作る、何か所か作ってみてください。これをするとき、一つ注意しなければならないことがあります。
〔受容〕 - 弟子
すべての副教役者、弟子、すべての人を受容してください。間違った人も受容しなさい。そうでしょう。それでこそ、直すでしょう。今、みな福音がなくて。残ったことは律法しかなくて。私と合わなければ終わりだと。皆さんは現場、旅程を行くのに、すべてを受容しなさい。その理由、私たちは弟子を見つけるからです。

それゆえ、この祝福をもうこの時までは多くの恵みを受けたのですが、今年は本当に受けることができる祝福を準備しなさい。この祝福を味わうことが私の昼です。ところで、皆さんは私と同じようにする必要はありません。聖書で合うのか合わないのかを確認してください。みことばを確認してみてください。
明日の3講は絶対道しるべです。300%を作る絶対道しるべです。そして、皆さんに必ずこの答えが世界福音化につながるでしょう。新年はもっと大きな恵みを受けるようになることを、イエス・キリストの御名によって祝福します。お祈りします。

祈り
神様、感謝いたします。私たちの生涯に絶対やぐらを建てることができ、私たちの旅程の中で、絶対旅程を発見させてくださり、私たちの職業が絶対道しるべになりますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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